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要 約 ： 本研 究 は、 大 東 町住 民 の健 康 ・ 生活 状 況を 明 らか に する こ と を貿 的 と し、 昨 年よ り 継続 して調

査 を 実施 して いる。 こ こ では、 ２０００ 年 度の 基 本健 康 診 査の 結 果お よ び 健康 に 関 わる調 査結 果 を基 に、

大東町住民の健康状況および健康に影響を与える生活状況について検討を行った。 調査対象者は、 大

東 町 町 内に 屠 住す る 住 民 で、 平 成１２ 年度 基本 健 康診 査 を受 診 した２，４６７名 の う ち、 調 査 に 同意 を 得 ら

れ た １，８６３名 （回収 率 ７５．５％） で あ り、 王，８２１ 名 （有 効回 答 率 ９７．７％） か ら有効 な 圓答 を得 た。 結 果、

①調査対象者は、 健康状態に関しては、 何らかの身体上の問題はあるものの、 員鴬生濫上は比較的健

康 で あ ると 感 じて い る 集 団で ある、 ②健 康習 慣 に 関 して は 特に 大き な間 題 は ない が、 性 ・ 年齢 別 に蛇

較 す る と、 飲 酒傾 向、 喫煙 傾 向、 間 食の 摂 敢、 睡 眠 時聞、 運動 習 慣等 に つ いて、 グル ー プ ごと の 特徴

が 示 さ れて い た。 今 後、 さ らに本 研 究 を継 続的 に 実施 して いく こ と で、 デ ータカ
ミ蓄積 さ れ、 住 民 の健

康状況および健康状況に影響を与完る因子を窮らかにしていく こと淡可能になるものと考える。

１
、

は じ め に

人口の高齢化、 生活習憤病 の増加、 医療技術の

進 歩讐 によ り、 保健 ・福 祉・ 医療 をとり まく 環 境

は大きく 変 化 してい る。 ま危、 生活 の 多様化、 疾

病構造の変化等に伴い、 住民の二一ズも変化しつ

つ あ る。 こ れ らの変 化 に対麻 し、 住 民の 二一 ズに

適 合 した保 健・ 福祉 ・ 医療の サー ビス を提供 して

いく ためには、 佳民の健康状況やそれらの健康状

況に影響を与える生活状況等を窮らかにしていく

こと が重 要 である。

本研究は、 大東町住民の健康・生活状況を明ら

かに するこ二と を冒的 と し、 昨 年より 継続 して調 査

を実 施 して いる。 継 続 的に本 研究 を行っ た結果、

住民の健康および生活に関わるデータカ漕 積され、

住 民 の二一 ズ をより 適確 に明 らか に して いく こ と

が 可 能に なる。 二一
ズが 明 らかに なっ た結果、 二

一ズ に適合 した 保健 ・福 祉・ 医療サ ー どス の構 築

のた めの 提言 が 可能 にな ると 考 完る。

こ こで は、２０００年 度 の基本 健康診 査の 結果お よ

び、 合わせて実施した健康に関わる調査結果の概

要を示すことにより、 大東町町民の健康状況およ

び健康に影響を与える生活状況について検討を行

っ た。

１１１ 方 法

１． 調 査 対象

大東町町内に居往する住民で、平成王２年度基本

健 康診 査を 受診 した ２ヨ雀６７名 の うち、 調 査に 同意

を得 られた １，８６３ 名 （回収 率 ７５．５％） を対象 に調

査 を 実施 し、１，８２１名 （有効回 答率 ９７．７％） か ら有

効 な 回答 を得 た。

２． 調 査期 問

平成 １２ 年度基本健康診査実施時にあわせて調

査 を 実施 した。

３． 調 査 方法

基本健康診査通知書送付時に、 調査に関する説

明、 お よ び調査周 紙 を 送付 し、 健康 診 断実施 時に

調 査用 紙を 回収 した。 なお、 調 査用 紙に は調査 に
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同意する場合にのみ、 用紙に記入して
もらうこと

と した、 倫理 的配 慮と して、 調査 の依 頼 に
あた１っ

ては、 調
査緒果の匿名健の保持、 調査に同意し

な

い こと により 不利 益を こう むる こと のな いこと 等、

を調査依頼の際に併ぜて周知した岱 調査用紙は記

名 式 であり、 調 査用 紙に記 入
したも の、 すな わち

調査に対する同意が得られたケースは、 健診デー

タ、 間診 表、 調
査用 紙の 緒果 をリ ンク さ営、

デ ー

タ の 分 析 を 行 っ た。
な お、
統 計 処 理 は ＳＰＳＳｖｅｒ．１０

を 用 い た。

４。 調 査内 容

本研究に用いるデータは、①基本健康
診査緒果、

②基本健康診査問診表、 ③大東町健康調査調
査票

から得たものである。 大東町健康調査調査票は災

自覚的健康度、 家族構成、 家族
内の被介護者の有

無、 目 常生渚 習 贋、 抑 うつ尺 度、
老研 武溝 動能カ

指標により構成されていた、

ここ では、 以 上の調 査項 員の うち芯 対
象着 の概

要、 対象者の健康状況、
対象者の生渚習贋につい

て、 地 区別、 年 代別、
鰯 珊こその結 果 を検 討 し、

報 告する，

１１１． 結 果

Ｌ 調査対象者の概要

調 査対象 者 は男性６５３名、女 性１タ１６８
名 であ り、

平 均 年 齢 は 男 桂 ６企Ｏ±１１．４
歳
、
女 性 ５９．９±１Ｌ５

歳 であつ た、 ま 危、 地 区
ごと の対 象者 数に、 図 １

に男女別の実数を示す。 地区別の調
査対象者の乎

均 年齢 は、 千 浜
東 地 区６４．３±１０．９ 歳、 千 浜
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図１地区別・性別対象者数

区 ６２讐２
± ｎ．
７ 歳
、
国 浜 地 区 ６２．４±１２．０

歳
、
三 浜

地 区 ５９．９
±１Ｌ３ 歳、

浜 野 地 区 ６１．８
±１２．７

歳
、
大

坂 地 区 ５９．９
± ｎ。・６

歳
、
三 井 地 区 ６２．５

± １１．４
歳
、

東 犬 坂 地 区５９．８士１！．８
歳
、下
土 方 地 区６０．４±！３．８

歳
、
土 方 地 区 ６２．４± ｕ．２

歳
、
上 土 方 地 区 ６３．７±

１０．１
歳
、
上 佐 束 地 区 ５９．６±！！．１、 下

佐 束 地 区 ５９．２

±１２．Ｏ
歳
、
睦 三 地 区 ６１，５±１１．６ 歳、

申 地 区 ５９．
８

± ｕ．６ 歳 で あ っ
た
、

ま危、 調査対象者の職業
は、 男性は農業に従事

して いるも のカミ４０．３％と最 も多く、 次い で無 職が

２２。脇、
自 営 業カミ２０．

１％で あ っ 危。
ま た
、
女 性 も 農

業 に従事 して いるも のが最 も 多く ２９．８％、 次 い で

塞婦 も しく は 家事カ§２８．３％、無職カ
ミ１２．５％とな って

い 定繊

２邊 対象 者 の健 康状 況

斌象春の縫康状況は、 基本健康
診査の総合判定

緒果によると曳 男性に比
べ女性のほうが 「異常な

しＪ の割合 が高く、 男 性の
「異 常な し」 の割 合は

五３。 鰍、
女 性 は ２０．０

％で あ っ だ，
ま た 年 齢 と と も に

曝 常な しＪ の 比率 は低 下 して い淀、 ま た、 地 区

別 吋 蝪ｊに総 合判 定の緒 果を 比較 する と、 図２ に
；

示 すよ うに地 区別 ・性別 によ る 差カ§示 され た。 特

に女性に関しては、 地区別の総
合判定結果に関 し

て 有 意な 差カ添 さ れた （ｐ≦０．０１）、

項胃 ごとの健診判定緒果の、 嘆
常な しＪの割合

は、 肥
満 度 儘２，２％、

血 圧 ６軍。９％、 尿 検
査 ８５ 閉

、
貧

血 ６７．７％、 腎
９五螂３％、

脂 質 ５５．６％、 肝
臓 ８７．５％、

血

糖 ９０．８％であ り、 脂 質の 判 定結果
が最 も 曝 常 な

しＪ の割合カ§低かっ淀、 地区別 吋 錫１に
項目ごと

の判定緒果について有意な差淡示されていたのは、

脂 質 に関する 判 定緒果 であり （ｐ≦Ｏ．０５）、 男性 に

比べ女性のほう淋 曝 常な し」 のものの割合が低

かっ 危、 漢 た、 女性 斌象者 の う
ち、 脂質 に関 する

判定結果が、 嘆 常なしＪ であったものの割
合が多

かつた 地区 は順に、①下 土方地 区、②上±
労 地区、

③ 申地 区、④ 下佐 東地 区、
⑤ 千浜東 地 区であっ た、

嘆 指導」であっだものの割合カ雲多い地区は順に、

①浜 野地 区、 ② 大阪地 区、
③国 浜地 区、 ④⑤ 睦三

地区、⑥三井地区および
上佐束地区であつた、 腰

医療」 であったものの割合カ§多い地区は順に①千

浜 酉地 区、 ②三井 地 区、 ③
三 浜地 区、 ④ 上佐 東地
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⑬総 笈⑩総 碍⑩総 鰯⑪脱 縁⑩総 ｛⑪⑪％

圖異常なし 團要指導 魎要慶療 臼医療継続

馳，地屡別１性別基本健康診査総舎判定１縞黒

⑩総 籔⑪総 硲⑪％ 鰯⑪総 蔓……⑬総 唄⑪⑪％

圏 健 簾 で ある

麗 多抄 気峰 なる症 状 は ある赫 冒 常 生 溝 は は 差し支 完な い

臼 気偉な る症 状 は ある赫 特 に潜 療 はして いな い

蘭 現 荏 潜療 中 の病 気 や症 扶 淋赫る

鰯曲隼 代瑚１性別健康状 態

⑪鵜 鰹⑪鶴 硲⑪鵜 蟻⑪鵜 縁⑩総 唄⑩⑩総

匿、 ⑤ 圭方 飽 区であ っ危獲

ま た、 塊在 ⑳健 康状 態につ いて、 傷 病が ある か

どうかの側繭からばかりではなく、 その傷病淡胃

常生溝に影響をも危らすほどのものかを含めて淀

ずねる危め、 国疑生潜基礎調査における闘いと１詞

様に 騰 康である プ 多抄気になる症状はある淋曳

胃常生溝には差し支えない∬気になる症状はある

淡、 特に治療はしていない μ 翼穣為 給療串の病気

蘭 非常 に健 廉 であ る 騒 表 統 健 康 で ある 翻 健 康 でな い

幽、隼 代別齪性別 健康 意識

や療状があ 剃 の４つの勿テゴリーに分け為 回答

を 求め彪、 緒 粟、 健診 繕果 当同 様に、 男女 とも 年
曲

齢とともに給療串の病気淋あるもの淋有 翻こ増械

してい 危 （園３）狡

隼代別 １性 馳に 貞覚 痘状 を蛇 較する と洩 どの 年

代においても男女ともにザ腰の矯み∬疲れ坤すいＪ

と誘完ているもの茄多かっ淀、 受診者のうち男性

の３汲聾秘篤 女 性の 鯛聾６％淋
ザ腰 の痛 刷 を、 男 佳の

蝿龍脇浅 女性 の蟄８軸８％が 瞭 れ やすいＪ と訴 完てい

恕
濃

縫康鴬識として、
「非常に健康である ゴ まあ健

康である ∬ 麓康でないＪの３つのカテ念妙一に努

け、 亀覚 的縫康 状態 につ いて 淀ず ね危濠 多く のも

⑳淋 ぼ あ健康であるＪ 当答え１ており、 礎 康でな
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いＪ と答完危ものカ埠 齢とともにやや増加 してい

るカ§、 育意 な 差は示 され な かっ危 （図４）後

ま 危、６０歳 以 上のも のに ついて は、 その 濫動 能

カについて老研式渚動能カ指標（吉谷野婁 醐７） を

周いて評価した、 この指標は埴域で生濫する高齢

着のより高度な濫動能カを評価する花めに開発さ

ね花 もの で、 及３ の質間 項員 から構 成さ れて いる、

ま危、 こ の指 標 は手段 的 ＡＤＬ （５ 項 胃 ジ 知 的 ＡＤＬ

帖 項員）・杜会的ＡＤＬ （４項員） のサブカテ ゴリ

ーから構成されている。 男女別に老研式溝動能力

指標の得点を比較すると、 甥性の各得点は、 手段

的 ＡＤＬ乱８±α６ 点、 知 的 ＡＤＬ３螂８±０．６ 点、
杜 会 的

ＡＤＬ３む８±⑪。㊧点、
合 計 得 点 １２，４±１讐

５点 で あ っ 淀。

ま 危女性 の各 得点 は、 季段的ＡＤＬ乱８±０．７ 点、 知

的 ＡＤＬ３
。
⑬±０
．
５ 点
、
杜 会 的 細Ｌ３

．８
±Ｏ。㊧

点
、
含 計

得 点１２．５±１．６ 点で あった， これ らの 得点 を年 代

別 吋甥言１に批較すると、 全体的に平均得点は犠に

大書 な 差は示 さね てい なかった１か、８０ 歳代 女性 の

合 計得 点カ蔓ｎ．８±２．６ 点と他 に比 べて 低下 して い

た
，

３。 対 象者 の健 康習 慣

かつて ブ レスロ ーは、 アノレマ タ 郡の 住民 の健 康

に関する継続的な研究を行い、 健康に影響する ７

つ の 健 康 習 慣 に つ い て 明 ら か に し た

（Ｂ⑧ Ｈ ｏｃ，ＮｌＢも茅Ｂ蝸 ｓ１◎ｗ茅工 凄
螂 ２）、 こ こ で は、

ブ

レスローらカ凝 囑 している７つの健康習慣の枠組

に 従い、 健康 習 戯こつ いて結 果をま と め危、 ブ レ

スローらの示 した７つの健康習慣とは、
囎 度の飲

酒をしない∬喫煙をしないパ適正な睡眠時剛

碇期的な運動 欄食をしない」 醐食を毎目食

べる∬適正体重を維祷す 創 である（森本婁 醐１）、

そこでここでは調査対象者に対し、
ｒ飲酒習贋∬喫

煙習劇 腱眠状況および睡眠時馳 瞳動状測

欄食の摂取ゴ朝食の摂取μ肥溝度」 について

固 答を 求め た、 な お、 肥満度 につ いて は健 康診 査

における計測値を周い危、 それぞれの健康習贋に

つ いて、地 区別、隼代 別、性別 に検 討を 行っ たが、

肥溝度を除き地区別には差は示されなかっ危、 そ

こ で、 肥 満度 以外 は以 下で は牢代別、 性別の 健 康

習 慣に つい て述 べる、

獄） 飲酒習慣

飲酒習慣については、 女性に比
べ男性の飲酒者

か多く、 漢た浅 廠 娩 と 答 走たも のの 割合 は、 年

齢ととも に有意に砥 下する優 陶にあっ 危 （ｐ≦

⑪む⑪１）、 飲酒 者の飲酒 頻 度 につい ては、 男性 は５島４

±２凸 蝸 ／週、
女 性 は ３，Ｏ 員 ±２．０／週 で あ っ 花，

飲

酒 頻度カ蝦 も高 い年代 は、 男 性 は５０ 歳代 （５。㊧胃

±２．１ 冒／週）、
女 性 は ７０ 歳 代 （３

．６ 目
±２。五 胃／

週） であつ 危 （図５）、

五 圓当 危り の飲酒 量 は、
ビー ルだ と平 均 Ｏ讐９±

○獺６ 本／国、
焼 酎 だ と 乎 均 １螂９±Ｌ４ 杯／圓、

胃 本 酒

だ と 平 均五螂３圭⑪，７合／圃、
ウ イ ス キ ー だ と 乎 均２．１

±及
争
７ 杯／圃 で あ つ 危蟻

０％ 星０％ 硲０跳 ６０％ ８０％ マ００％

口 飲 む 團 時々飲 む 国 飲表ない

図５庫 代別・性別 飲酒 習慣

０％ ２０％ ４⑭飴 ㊧Ｏ偽 縁０％ て⑪０％

口 吸わない 園 以前吸っていだ 團 現在吸っている

図㊧，隼代別１健別喫 煙習慣

一 及８ 一



⑪鴇 壌⑪％ 卑０％ 衝⑩鴇 留⑪％ 唄⑪⑪％

魅） 喫煙習慣

喫煙習慣については、 女縫は 畷 っていないＪ

と し危 ものが ほと ん どで あり， 男性 につ いて は災

年齢とともに有窟に喫煙者カ滋 下していた ζｐ≦

⑪竈０１） （図 ㊧）、 男 性 喫煙 者の 亙 目 の喫煙 本数 およ

び 喫 煙 期 閲 は
、
乎 均 蝿曲⑪

±８臼堪 本
／目、
筑
邊
牡 五３軸
６

年で あつた、 蝸 の 喫煙 本 数に ついて為 ４⑪歳 代カ
責

乎 均 ２⑪
籔
８±８．３ 本／目、

δ０ 歳 代功 浮 均 ９⑪．８±１７纈６

本／目と最も多く、年齢とともに 蝸 の喫煙量が砥

下す る傾向 を示 して い花、 ま た、 女性 喫鰹者 の 五

胃の 喫煙本 数お よぴ 喫煙期 間 は、 平均 及⑪，６±㊧竈８
口㊧時闇 以 下 團７～蟹時 聞 図⑭時 聞 段上

本／胃、
蝸
鶉
０±１０．２ 隼 で あ っ 淀，

節 海 代別１性別醒眠時闇
Ｃ》 睡眠状況および睡眠時聞

睡眠状 況に 関 して は ほと ん どのもの が 良く 眠 れ Ｏ％ 脇 ４０％ ㊧⑪％ 馳％ 噌⑭⑩偽

ると して いたカ董、睡眠時 間に 関 しては 馴 員≦⑪時⑪鋤 掌 男健
女 （Ｐ≦⑪，⑪五） と も に有意 な差 が示 さ扱 てい 花蟻 男 等 女牲
安ともどの牢代でも睡眠時間カ汀７～８蒔 髄 麗度

掌 男健
と してい るも のが 最も 多か っ淀 沸、８⑩歳代 を 除い 縫

轟 女憧
て睡眠蒔聞かザ６時聞以 利 であるとするものは、 掌 男惟
男 性に 晩べ 女性 の ほうカ董多 かっ 危 （團７》惣 ８ 女惟

め 運動状況
宰 男性

運動状況については、 年齢とともに育慧に運動
縫 ’
黒 女惟

してい るものカ慧増カ蘭す る傾 向 にあっ 花（蜂 Ｏ噛⑪む、 掌 男性
定潮的に運動 しているものの運動頻膜は， 男性は 轟 女憧
平 均 ３曲⑬

圭蟹苗７ 胃／週、
女 性 は ４苗五

±蟹輻７ 胃
／遇 で あ

り、 運動頻度 も 年齢と と もに増
カ臓してい る傾 陶が 団鴬に 團 時勿 国しない

あっ 彪 （顕８）、 運動 の肉 容と して は、 歩行 １散歩 幽，隼代郷竈性別運動状況

をあ／ず危ものか最も多く， その紘ラ
ジオ体 激 グ

ラ ン 汽ゴル フ、 ジ罰 ギ ング、 水泳、 ス トレヅチ 体
⑪％ 鰍 硲０％ ⑧⑩％ 鰍 濯⑪⑪飴

操等 を あげて いる も のか い花、
掌 男健
鰹

簿》 間 食の 摂取 尋 女牲

闇食については、 勇性に兇べ女性のほうめ澗 食
掌 男健
曜

を摂敢する傾陶が高く洩 女性に関 しては牢
齢とと 竈

もに聞食する割合湾掘 下してい淀 （図⑬㌧ 義
ｅ

ｆ） 朝食の摂敢 ㊧

掌
覇食については、 着平朝食を抜く ものか箆られ 縫ｅ
る もの の、 ほ とん どの ものカ潮 食 を摂 敢 してい 危

ト

掌
鰯 五⑪）、 縫

㊧

９） 賜溝 度 ⑳

肥溝 度につ いて は、 飽 匿別、 隼代別洩帝鰯 比 も

に有意 な 差が示 さ れて いた （地 区別 ゆ≦Ｏ晒⑪５、 隼

鉋ぼとんど毎目禽べる 騒た塞に禽べる

蘭 めった に食 べない

図⑬田隼代 別１性 別 聞 禽の 摂 取 傾 胸

一 蝸 一



０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

掌 男性
帳
等 女性

峯 男性
曜
竃
」
女 性

宰 男性
帳
８ 女性

宰 男 性
曜

睾 女 性
’

単 男性
催

轟 女性

口 毎目きちんと食べる 團たまに抜くことがある

園 めったに食べない

図１０１年 代別・性別 朝 食 の 摂取 傾 向

代別 ・箏蝪１；ｐ≦Ｏ．０１〉む 男 性 の肥 満度 は平均 １０２．７

±１３．８％で あ り、 女 性 は ９軌 １±１３．２％で あ っ た。
年

代別には図１１に示すように、年齢とともに肥溝度

は砥下 して いた。 地 区別 では、 男性 は下 佐東 地 区

が、 女性は千浜東地区の肥満度淋最も高く、 まだ

男性は東犬阪地区、 女性は下土方地区の肥満度カ
§

最 も低く な って いた、 肥 満度 の分布 につ いて は、

男 性は 肥満 度カ§７９％以下 のも のは ３．３％、 ８０～８９％

の も のカ灯３．７％、
９０～１１０％の も の は ５６．１％、

１１１～

１２０％の も のカ河５．９％、
１２１％以 上 の も のカ§１０．８％で あ

っ た、 女性 は肥 溝度 淡７９％以 下の もの は５．１％、 ８０

～８９％の も の が １６．２％、
９０～１１０％の も の は ６１。概、

ｎ１～１２０％の も の が １０．８％、
１２１％以 上 の も のカ§６

．４
％

で あ つ た、

肥満度（％）

８５ ９０ ９５ １００ １０５ １１０

１Ｖ
．
考 察

Ｌ 対象者の健康状況

対象者の健康状況に関 して、 基本健康診査の総

合 判 定緒果、 健 康状 態、 自覚 症状、 健康 意識、 老

研式活動能カ指標の各指標を用い明らかにした。

総合判定結果をみると、 曝 常なし」のものの割

合が、 男 性 は約 １４％、 女性 は約２０％となっ てお り、

健康上何らかの間題を有 しているものカミ多 州頃：向

を示 して いた。 しか し、項目
ごと の判定 結果 の 曝

常なし」 の割合、 健康状態や健康意識、６０歳以上

のものに対する渚動能カ指標の評価等の健康状態

に関わる調査等の自覚的な状況と比較すると、 何

掌 男性
曜

尋 女性

掌 男性
曜

竃 女性

宰 男性
糧
８ 女性

宰 男性
鰹
睾 女性

掌 男性
帳

畠 女性

図１１．年 代別・性 別 肥 満度

らか多抄の間題はあっても、 比較的健康であると

感じている住民カ§多い傾向カ添 さ粗ている。 人日

の高齢化、 疾病構造の変化等、 保健医療を取り巻

く状況は変化 しており、 厚生労働省は国民の健康

度を 表す 指標 と して、 傷病 の有無 のみ では なく、

傷病による目常生活影響の程痩に注目し、 健康度

を評 価す る宰 うに なった （厚 生統計 協会，２０００〉、

目常生活への影響の程度の側面から大東町民の健

康度を評価すると、
「腰 樹 唆 れやすい」 といっ

た自覚症状はあるものの、 今回の調査対象者は概

ね健 康度 の高 い集 団で あると 考 えられる。しか し、

健康問題として、 脂質に関する判定結果は勉の判

定項 員 に蛇べ、 嘆 常な し」 の 割合 が砥く、 ま た、

女性に関 しては地区ごとの判定緒 剰こ関 して有意

な差が示さ拓ていた、 今後、 有意な差カ添 され危

理由を含め、 さらに詳細な検討をしていく必要カミ

あ る
、

２。 対象 者の 健康 習 慣

乎場余命カ挺 長し、 人日カ塙 齢伯する申で、 疾

病構造は変化 し、 いわゆる
ｒ生活習廣病」 カ汰 き

な闘題と在っている、 陛 渚習慣病」は人々のいわ

ゆる生活習贋カ§その発症・進行に深く関わってい

る疾患である。 生渚習廣と健康の関連性について

は様々な研究カ峨 されているカ§、 その申でも米国

カ ル フォ ルニ ア州 アノレマア タ 郡にお ける ブ レス ロ
’

一らの健康習慣に関わる研究カ状 表的なものとし

てあ げ られる （厚 生省，１９９７）、 先に も述 べた よう

に、 ブレスローらカ糠 病予防に影響がある健康習

一 ２０ 一



慣と して、７つ の
ｒ遇度 の飲酒 を しな い」 峻 煙 を

しない ∬ 適正な睡眠時間」 碇期的な運動 ∬ 間食

をしない」 「朝食を毎日食べる パ 適正体重を維持

する」 をあ げている。 本研究 にお いて は、 ブ レス

日一の７つの健康習慣を枠組として、 調査対象者

の健康習贋に関する評価を行ったが、 縫康習慣全

体と して、 特に問題となるような習慣は示されて

いなかった。 男女別にその健康習贋について比較

すると、 男性は女性に蛇
べ飲酒者の割合、 喫煙率

が高く、 女性 は男 性 に比 べ間食 を してい るも のが

多く なって いる。 ま た、 全体 的に年 齢が 高く なる

に伴 い、好 ま しい健康 習慣が 増加 して きて いる が、

こ の 理由 の至つ は、 カ買齢と とも に身体 のこ と を嘗

分自身で注意する傾向が示されているものと思わ

れ る。 一 方運動習 慣 につ いて は、 厚 生自 書 （１９９７）

に も、 散歩 等の軽 い 運動で はある が、 加齢 とと も

に 運動 習慣カミ増赦 して いる傾 向が 示さ れて いる が、

本研究の対象者にも同様の健康が示されていた。

加 齢 にとも ない、 目々 の生活 にお いて 時闇的 余 裕

が 生 じたこと が、 運動習 慣の 増加 につ な淋っ て い

る もの と思 われ る。

健康習贋に関しては、 特に問題となるような健

康 習 贋は示さ れてい な かっ淀 が、 性 別、 年齢 別 に

は 上記の よう な特徴 が示 されて いた。 今 後、 エス

ノ メ ソ ドロ ジーに基 づく フィー ル ド調査 等も 重 ね

て実 施 し、 検 討を重 ねて いくこ とで、 そ れぞ れ の

ターゲット集団の二一 ドにあった健康の維持増進

のための施策を検討 していくことカ河 能になるも

のと 思 われ る。

蒔閻、 運動 習慣 等に つい て、 グル ープ ごと の特 徴

が示されていた日 各ターゲット集団への健康維持

増進のための施策を検討 していく 際に、 それぞれ

の 特徴 をふま 差る こと で、 より 二一 ドにあっ淀 施

策 を検 討 して いく こと が可 能 にな る。

今後、 さらに本研究を継続的に実施していくこ

と で、 データ が蓄積 さ れ、 住 民の健康 状 況およ び

健康状況に影響を与える因子を明らかに していく

こ とカミ可能 にな るも のと 考 完る。
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ま と め

昨年度より、 大東町の基本健康診査の結果およ

び健康に関わる調査を実施することで、 町民の健

康状況および健康に影響する生活習廣に関する検

討 を行 ってき た。 本年度 の調 査結 果 から、 ①調 査

対 象者 は、 健康状 態に 関 して は、 何 らかの身 体 上

の問題はあるものの、 冒常生活上は比較的健康で

あ ると感 じて いる集 団 である、 ② 健康習 慣に 関 し

て は特 に大き な問題 は ないが、 性・ 年齢 別に 比較

する と、 飲酒 傾向、 喫煙 傾向、 聞食 の摂 取、 睡 眠

一 ２！ 一




